
















































































































































































D:A二 3:1 (P-M=3: 6， C-A=2: 1， L-S=3: 1) 
DQ = 53 
②検査所見
<身体レベル>
















































本児の所属する 5歳児クラスは， 22名の子どもに対して，担任保育者が 2名である。 22名
中本児も含めて 2名の障害児がいるため，保育者は基礎配置 1名に障害児加配 1名が配置され





































































































































本児の属する 4歳児クラスは， 26名の子どもに対し 3名の保育者が配置されている。当市
における子ども 26名に対する保育者の基礎配置数は l名であるが，このクラスには本児の他
に，軽度の発達遅滞の子どもが2名，障害は明らかでないが配慮を要すると判断できる子ども
が2名， LDが疑われる子どもが l名在籍しており，この 5名の子どもたちに対して 1名，本















































ができないことである o 1対 1の関係を中心とした保育は，集団保障の点で不十分さを持つ O
































































社会学部論集第 33号 (2000年 3月)
注


















































手指の機能の発達連関に着目して-J r大阪教育大学養護教育教室研究紀要』第 2号. 19800 
(15) 旧中は， 11ヶ月頃に発達の質的転換期を想定し， I示性数三可逆操作」の段階への移行の時
期と位置付けた。田中，前掲書。
(16) 白石正久『発達障害論第 1巻研究序説Jかもがわ出版， 41頁， 19940 
白石正久『発達の扉(上Hかもがわ出版， 71頁， 19940 
(17) ゃまだは， I三項関係」の形成を「ことばの前のことば」と評し，言語獲得の重要な条件と位
置付けた。








(21) 白書刊行委員会『東大阪市の障害児保育・教育白書.1 19910 
「東大阪市の障害児保育・教育制度体系構想」検討委員会編集『この街で育ちたい~東大阪市
の障害児保育・教育制度体系構想の提言-.1東大阪の障害児保育・教育をすすめる会， 19960 
(まるやま みわこ 社会福祉学科)
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